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【自己紹介】

【子どものころのこと】
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　ぼくは今21歳で、グループホームで生活しています。家族は両親と2つ違いの兄の

4人です。体を動かすことが好きで、走ること、キャッチボール、ボウリングが得意なんだ。

ぼくはがんばり屋なので、1年間で10kgのダイエットに成功したこともあるよ。

　グループホームでは仲間たちと一緒なので、自分勝手はできません。ぼくは自宅で

はゆっくりとお風呂に入るのですが、グループホームではさっと済ませ、その間に洗濯

機をまわしておくなど、工夫するようになりました。それに仲間から流行りのアイドルの

CDを借りたり、かっこいい髪形にしたり、いろいろと楽しく過ごしています。

　JRは券売機の操作を家族に手伝ってもらいます。バスは乗り放題の定期券を使って

ひとりで乗ることができます。ぼくが乗るバスはお客さんが多いので、車内がいっぱいのとき

は、ほかのお客さんに譲って次のバスを待ちます。ある時は、そうやって何本もバスを見送ってし

まったんだけど、なかなか帰ってこないぼくをお母さんはとても心配したみたい。　　

　あと、車内で定期券をなくしてしまったことがあります。あわててあちこち探したけれど、

見つけることができず困っていたら、運転手さんが

”

降りていいよ”と言ってくれました。

定期券はぼくが座っていたシートにあったんだって。

　小・中学校では特別支援学級に通いました。普通学級の子たちとは授業は別だった

けれど、給食の時間や休み時間や課外活動の中でたくさん友達ができました。

　通学以外ではじめて一人だけで出かけたのは家から歩いて行けるボウリング場。

道を覚えたり、申込書の書き方を練習したり、いろいろと覚えないといけないことが

あったけど、大好きなボウリングのため、2年間かけて練習しました。ボウリングの後

はうどんやさんで食事をします。そこのメニューは写真を使っているので、指さしで注文

できるし、店員さんもよく知っている人なので、ぼくがいろんなことに時間がかかっても

ゆっくりと待ってくれるので安心です。

知的障がいといっても、一人ひとりに個性があり、特性のあらわれ方も
それぞれです。ここでは知的障がいのある一人の青年、「ぼく」のことを
紹介します。

【グループホームのくらしのこと】

【外出のこと②】

【外出のこと①】
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　ぼくは今25歳で、父と母といっしょにくらしています。コックの仕事をしています。海外

の友人とSNSで交流するのが楽しみです。

　子どもの頃はバスの緊急停止ボタンを押したり、スーパーのお肉やお魚のパックを指

でつついたりすることがやめられずに、母を困らせていたみたいです。

　これまでに韓国と香港にひとり旅をしたことがあります。2回とも飛行機でいきました。

国内旅行では新幹線に乗ることもあります。でも、路線バスは苦手です。

　この前は母との待ち合わせの場所に向かう道で迷って、頭の中がパニックになってし

まいました。ふだんなら近くのお店に入って聞いたりするんだけれど、そのときはどうしてい

いかわからなくなってしまって…母から電話で「いまどこ？」と聞かれても、お店の名前を

繰り返すのがせいいっぱいでした。

　ぼくの夢は海外をまわる客船のコックになることです。海外で仕事をしたいと思った

理由のひとつは、外国の人は思ったことをはっきりと言う人が多くて、ぼくがいろいろと考え

なくていいから楽だからです。

　高校3年生のとき、はじめての海外旅行のためにパスポートの申請をしました。窓口

の人に見本と書いた紙を出されて「このとおりに書いてください。」と言われたので、難し

い字も頑張って全部書きました。それなのにお母さんに見せたら、「これは自分の名前と

住所を書くんだよ。」だって。ぼくは見本のとおりに名前は「アクロス太郎」、住所は

「福岡市中央区天神1-1-1」って書いたのに…なぜ？

発達障がいといっても、一人ひとりに個性があり、特性のあらわれ方も
それぞれです。ここでは発達障がいのある一人の青年、「ぼく」のことを
紹介します。

【自己紹介】

【止まらない心と体】

【言葉って難しい】

【パニック】

【乗り物のこと】

【これからのこと】
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